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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
七
號

な
り
、
讐
へ
ば
士
夫
の
身
の
如
し
、
墾
の
遡
江
を
被
り
趣
め
て
苦
痛
を
生
ず
、

愚
擬
無
聞
の
凡
夫
も
亦
復
是
の
如
し
」
（
五
一
頁
）
等
と
あ
る
を
見
る
、
由
憂

観
世
、
上
巻
の
見
た
る
士
夫
と
は
鶴
「
刈
っ
て
麦
草
を
抜
き
・
：
：
・
除
ぐ
者
」

か
、
或
は
切
　
「
斧
を
持
て
・
：
：
・
堅
麗
無
き
者
」
か
或
は
㈲
「
二
受
を
堰
長

・
ず
：
・
：
・
8
5
受
な
り
」
か
或
は
「
償
瓦
の
虫
悌
箭
：
：
：
生
ず
る
者
　
等
の
講
…
義
な

ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
、
　
紗
く
と
も
そ
の
巾
何
れ
か
の
一
と
解
現
せ
ざ
る
を
得
ざ

る
な
り
、
士
夫
と
は
果
し
て
是
の
如
く
奇
怪
千
萬
な
る
定
義
を
與
へ
ず
ん
ば

単
二
し
得
ら
れ
ざ
る
も
の
な
る
か
、
A
二
歩
を
譲
り
て
そ
れ
等
の
義
の
中
何

れ
か
を
以
て
士
夫
の
定
義
と
せ
ん
に
、
「
濡
…
浮
信
州
の
心
を
士
夫
の
勝
財
と
点

く
」
（
一
一
七
頁
）
の
士
央
は
果
し
て
そ
の
何
れ
の
士
夫
な
る
か
、
著
者
は
そ

の
解
繹
の
丈
に
於
て
「
士
央
の
勝
財
は
世
賓
に
あ
ら
ず
し
て
衰
々
」
と
な
せ

り
抑
も
士
夫
と
は
侮
物
ぞ
、
曲
者
薗
身
に
於
て
は
勿
論
知
悉
せ
ら
る
エ
な
ら

ん
も
、
之
に
正
編
に
し
て
忠
實
な
る
漁
業
を
異
へ
ら
れ
ぎ
る
に
於
て
は
多
少

無
費
任
の
嬢
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
士
夫
と
い
ふ
が
如
き
簡
輩
な
る
語
に
諾

し
是
の
如
く
論
じ
立
つ
る
蘂
は
余
の
欲
す
る
虚
に
あ
ら
ざ
る
も
、
　
そ
の
鼓
に

至
り
し
原
因
は
一
に
講
者
の
訓
課
方
法
の
誤
れ
る
に
存
す
、
余
淺
學
な
り
と

錐
も
㈹
は
「
警
へ
ば
士
夫
刈
っ
て
・
：
・
：
除
か
ん
が
如
く
云
々
」
、
切
も
亦
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

．
離
｝
④
は
「
二
受
：
：
：
心
説
ズ
な
り
、
　
警
へ
ば
士
夫
の
身
饗
の
轟
雄
岡
：
：
：
生

ず
る
が
如
く
心
々
」
と
課
す
べ
き
電
の
な
る
こ
と
を
知
る
、
而
し
て
士
夫
と

は
「
人
」
の
意
な
る
纂
外
典
常
に
用
ふ
る
班
也
、
　
か
く
し
て
初
め
て
士
夫
な
る

語
に
了
し
羅
時
随
員
正
異
な
る
解
由
が
得
ら
る
べ
し
と
信
ず
、
勿
論
著
者
も

か
く
の
如
き
麗
な
ら
ん
も
、
本
営
所
課
の
丈
に
て
は
日
本
文
法
上
解
繹
し
易

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
も

か
ら
ず
。
又
「
是
の
如
き
の
衆
生
」
【
七
頁
）
は
「
是
の
如
く
、
衆
生
」
と
灘
せ
ざ

れ
ば
原
意
を
央
し
、
「
如
來
は
色
巳
に
響
き
、
心
に
驚
く
解
衣
し
た
ま
ヘ
ワ
」

角
六

（
一
二
九
買
）
は
「
如
來
は
色
已
に
鑑
き
、
心
置
く
解
脱
し
た
ま
へ
り
」
の
誤

課
に
あ
ら
ざ
る
か
。
そ
の
他
略
す
。

　
要
す
る
に
本
巻
は
未
だ
如
上
本
叢
書
の
自
的
を
馨
し
、
そ
の
費
任
を
鑑
し

た
る
も
の
と
謂
ふ
を
得
ざ
る
を
憾
む
、
他
の
巻
に
於
て
或
ぼ
大
な
る
数
果
顯

は
れ
し
や
之
を
知
ら
ず
と
錐
も
、
本
巻
に
依
り
余
の
希
望
を
忍
ぶ
れ
ば
、
偉

大
に
細
密
な
る
注
意
と
、
深
遠
な
る
風
任
と
を
要
し
、
　
一
般
世
人
の
要
求
を

も
岱
深
く
顧
慮
す
る
の
必
要
あ
る
べ
し
と
信
ず
。
然
れ
ど
も
鵡
業
そ
の
も
の

に
聴
し
て
は
余
は
讐
手
を
畢
げ
て
賛
意
を
表
す
る
も
の
也
、
（
東
京
博
丈
館
幾

行
、
菊
版
四
一
五
頁
、
定
懸
仏
圓
八
拾
鏡
）
（
本
田
義
英
）

康
当
面
究

第
二
年
第
七
號
　
宗
蜘
川
研
究
曾
編

先
づ
本
欄
…
に
は
左
の
如
き
五
民
の
三
遍
な
研
究
獲
表
が
列
載
き
れ
て
あ
る
。

一
、
初
期
基
督
教
の
美
術
に
就
て
　
　
　
定
置
士
　
濱
田
耕
作

一
、
浬
神
島
論
（
績
き
）
　
　
交
學
博
士
松
本
丈
三
郎

一、

ﾅ
言
毒
念
論
（
響
き
）
　
　
丈
學
士
赤
松
智
城

一
、
干
闘
直
土
梵
本
法
華
麗
と
妙
本
と
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
本
田
義
英

て
梵
丈
無
筆
馨
経
批
議
（
綾
き
）
　
　
　
荻
原
雲
來
　
　
　
恥

　
溶
一
田
氏
の
所
謂
初
潮
期
塞
督
｛
教
の
蕪
衛
と
い
ふ
り
は
、
伽
最
古
の
墓
督
教
的
美

衛
の
あ
る
西
暦
一
世
紀
の
末
か
ら
、
　
ビ
ザ
ン
ッ
式
美
里
の
聾
達
し
た
第
六
世

紀
の
慮
り
頃
迄
の
、
　
後
に
中
世
の
基
督
教
自
身
の
蔑
術
と
な
っ
て
來
た
前
身

の
、
ク
ラ
シ
ク
美
衝
の
一
般
に
付
て
厨
氏
が
、
親
し
く
彼
地
癬
遊
の
紹
験
を

杉
料
と
し
て
、
建
築
、
彫
劉
、
総
譜
、
等
を
希
臓
、
羅
馬
、
印
度
美
術
杯
と
比
較

し
て
翼
味
深
く
説
明
さ
劇
た
者
で
、
先
づ
古
代
建
築
の
滲
考
と
し
て
唯
一
と



　
　
見
る
べ
き
織
縞
コ
ム
ベ
、
の
設
明
か
ら
、
此
が
ロ
ッ
シ
氏
の
研
究
に
依
て
、
羅

　
　
馬
古
代
の
愚
風
で
あ
っ
た
と
の
考
詮
に
始
遮
り
、
次
に
バ
ジ
リ
カ
の
寺
院
に

　
　
智
て
囚
に
佛
敏
轟
守
院
と
の
比
較
を
論
じ
、
　
支
那
の
佛
教
尋
院
が
官
臨
建
築
か

　
　
ら
由
恥
し
た
に
反
し
て
、
基
督
教
の
寺
院
は
、
詰
る
寮
摺
の
許
に
、
私
的
住

　
　
宅
か
ら
鍵
形
し
來
つ
た
者
で
あ
ろ
と
説
か
れ
、
又
、
彫
刻
に
付
て
は
、
最
古
の

　
　
耶
蘇
像
か
ら
、
古
代
は
奇
跡
の
題
材
が
主
で
、
申
世
以
後
に
な
っ
て
か
み
飴

　
　
め
て
十
字
架
上
の
耶
蘇
や
、
　
聖
蝕
に
砲
か
れ
た
耶
蘇
杯
の
題
が
取
ら
，
る
ふ
襟

　
　
に
な
っ
た
と
論
じ
、
最
後
に
総
彊
に
付
て
、
特
に
モ
ザ
イ
ク
の
獲
逡
を
説
き

　
　
佛
数
の
健
駄
羅
美
徳
と
希
…
戯
美
衛
と
の
類
例
を
引
用
し
て
一
暦
研
究
の
趣
昧

　
　
を
敷
吹
さ
れ
、
か
く
て
碁
督
教
の
シ
ム
溝
リ
ズ
ム
の
起
源
に
書
及
し
て
、
十

　
　
宇
よ
り
以
前
に
．
．
飼
①
の
圃
護
O
げ
嵩
。
。
酢
融
O
”
O
剛
Q
O
獅
醗
担
ぐ
ざ
償
H
．
．
の
五
字
の
頭
畿
・

　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
ス
ト
ス

　
　
を
取
っ
た
　
麟
．
、
聚
9
ε
．
べ
魚
）
が
亡
く
用
ひ
ら
れ
て
る
た
事
を
論
究
し
て
あ

　
　
る
。
一
臓
か
ら
云
ふ
と
美
衛
の
研
究
杯
は
、
　
百
聞
μ
見
に
砦
か
な
い
娃
遡
例

　
　
の
者
で
あ
る
が
、
同
氏
の
研
究
の
如
き
は
得
難
い
實
瞼
の
準
備
と
し
て
、
趣

　
　
め
て
有
猛
な
ヒ
ン
ト
と
謝
し
て
宜
か
ろ
う
と
思
ふ
。
次
に
松
本
氏
の
浬
榮
経

　
　
論
は
、
先
號
に
、
小
乗
溢
器
量
を
論
究
せ
ら
れ
た
績
き
で
、
本
旨
に
は
、
大

　
　
渠
面
罵
巾
紹
と
、
及
び
、
難
論
支
派
の
小
部
羅
十
六
繍
と
に
付
て
、
最
も
織
威

　
　
あ
る
研
究
を
詳
審
さ
れ
た
者
添
、
あ
る
。
先
づ
大
乗
浬
榮
麗
に
付
で
古
來
、
三

　
　
存
四
歓
の
七
課
と
繕
せ
ら
る
者
の
考
轍
雌
か
ら
始
ま
り
、
　
又
浬
樂
総
後
分
の
加
州

　
　
き
は
、
南
本
遊
行
経
か
ら
看
た
春
で
、
　
孫
究
上
殆
ん
ど
重
覗
す
る
徴
値
無
き

　
　
事
を
設
か
れ
、
次
に
現
存
三
号
の
詳
細
な
る
品
題
異
岡
の
表
を
島
し
、
　
少
し

　
　
く
内
容
に
立
入
っ
て
、
大
璽
浬
架
縷
巾
の
事
｛
買
粗
建
杯
の
…
数
鮎
を
揃
乱
し
、
・

　
　
成
立
年
代
と
製
作
欲
気
の
推
考
に
及
ん
で
、
北
天
竺
樋
賓
の
地
で
、
西
里
二

糊
墓
か
ら
三
百
年
迄
の
間
晟
翻
し
た
電
あ
ろ
ら
嘉
論
し
・
書
襲

難

録

　
の
一
般
的
特
長
を
概
乱
し
て
、
佛
滅
後
、
大
衆
部
の
思
想
か
ら
、
般
若
の
坐

思
想
を
経
て
本
経
に
到
っ
た
の
で
、
　
勿
論
法
華
経
杯
も
よ
不
輕
以
前
に
己
存
し

た
で
あ
ろ
う
と
論
断
さ
れ
た
。
か
く
て
、
　
最
後
に
大
渠
浬
梨
経
の
主
眼
た
る

三
特
長
の
敏
一
樹
、
即
ち
、
（
一
）
佛
身
常
住
、
（
二
）
一
切
衆
生
悉
有
鵬
櫛
韓
汽
三
）

關
提
成
端
の
三
親
に
付
て
、
最
も
患
想
獲
直
上
の
過
程
を
關
蜀
す
る
事
に
力

説
さ
れ
、
殊
に
竜
馬
（
H
O
O
げ
蟄
ご
仲
皿
盛
ρ
）
成
佛
の
意
義
を
説
明
せ
ら
る
工
腱
杯
は

簡
且
つ
明
で
、
博
士
猫
特
の
論
趣
で
あ
る
と
思
ふ
。
最
後
に
、
浬
葉
支
汲
の

十
六
部
経
に
付
て
は
、
或
は
法
博
部
に
ん
る
碧
き
者
あ
り
、
　
或
は
小
乗
輕
の

誤
入
杯
あ
り
と
し
て
、
殊
に
大
墨
字
樂
と
の
蘭
後
年
代
の
關
係
な
ど
を
評
論

せ
ら
れ
て
あ
る
の
は
、
．
周
學
の
後
滲
者
に
暗
示
す
る
露
、
甚
だ
大
な
る
者
が

あ
る
と
謂
ふ
可
き
で
あ
る
。
此
の
偉
大
な
研
究
の
獲
表
に
依
て
小
乗
｛
教
か
ら

U
奥
如
惹
起
の
大
思
想
に
到
る
迄
の
劇
甚
過
程
は
幣
ん
ど
一
日
瞭
然
と
な
っ
た

　
の
で
、
蕾
に
佛
教
範
の
み
な
ら
ず
、
　
汎
く
印
度
學
界
を
補
鉦
す
る
露
、
實
に

偉
大
で
あ
る
と
謂
て
良
い
。
燃
口
は
博
士
の
努
力
に
專
心
感
競
し
な
く
て
は

な
る
ま
い
。
次
に
、
赤
松
氏
の
、
紳
聖
槻
念
論
電
量
號
「
の
旧
き
で
、
本
號
に

於
て
は
先
づ
紳
謬
論
愈
寮
生
の
根
源
を
論
じ
、
　
此
を
原
始
的
憩
秘
的
掘
念
の

　
．
．
》
卸
師
麗
．
、
に
求
め
、
次
に
紳
横
領
　
念
が
、
　
一
定
の
個
人
叉
は
人
絡
…
に
分
化

し
て
表
現
す
る
慮
の
姻
…
麗
化
に
付
て
論
じ
、
最
後
に
此
の
二
念
の
規
範
化
す

る
畢
に
付
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
。
宗
教
瀧
會
學
に
一
隻
眼
を
具
せ
ら

る
エ
民
の
論
究
は
、
　
必
ら
ず
や
讃
者
に
蘇
る
者
を
徹
底
さ
せ
ず
に
巳
ま
な
い

と
す
る
努
力
が
あ
る
。
落
人
は
切
に
6
一
葺
い
て
、
　
紳
灘
化
の
論
究
の
獲
表
を

・
供
拙
し
で
、
待
た
う
。
次
に
、
本
田
氏
は
、
＋
徐
年
虜
に
子
闘
地
方
で
、
獲
見

さ
れ
た
法
華
の
三
途
本
の
噺
簡
に
つ
い
て
、
先
づ
噛
彼
見
の
譲
惜
を
詳
細
に
弥
醐

ぜ
ら
れ
、
法
華
鰹
の
英
公
課
杯
よ
り
種
々
の
梵
本
や
、
外
國
入
の
研
究
を
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

・



tc’t

　
　
　
　
　
　
暫
　
撃
　
研
　
究
　
　
第
二
雫
七
號

介
さ
れ
、
か
く
て
、
新
渡
見
の
発
文
を
妙
本
・
と
銘
較
し
て
本
女
駒
償
値
を
推

難
し
、
　
一
々
発
丈
を
表
誕
し
て
一
跨
鋼
然
と
し
た
精
轡
な
論
丈
で
あ
る
。
　
軽

輩
研
究
を
欝
面
の
的
と
し
て
居
る
同
民
の
如
き
に
取
っ
て
、
欺
る
斬
材
料
の
．

提
紘
硝
を
得
“
κ
の
は
、
恰
嵐
早
天
に
雲
覧
を
望
ん
だ
感
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
　
そ

の
勢
は
、
論
究
の
上
に
廃
な
と
印
し
て
居
る
。
　
同
妊
三
門
家
の
愛
讃
を
切
に

激
め
て
皿
肱
く
。
　
次
に
躯
歌
原
民
の
発
二
百
置
皿
“
掃
脛
批
畝
磯
も
、
先
號
〃
か
ら
の
砧
鳴
き

で
、
本
號
に
は
、
四
十
一
彿
か
ら
最
後
七
十
八
締
に
瓢
至
る
迄
の
梵
語
字
句
の

詳
縛
な
霧
海
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
同
脛
の
畷
究
上
、
少
な
か
ら
ぬ
ヒ
ン
ト

を
輿
へ
る
で
あ
ろ
う
箏
は
潟
ふ
迄
も
無
く
、
　
轡
人
は
斯
冨
回
議
に
刺
戟
さ
れ

て
、
本
丈
を
群
駕
す
る
の
慣
劉
を
蒸
成
し
た
い
と
患
ふ
。
後
阜
の
吾
入
嫉
深

く
氏
に
感
謝
し
て
然
る
可
き
で
あ
る
。
以
上
は
本
欄
…
の
太
要
で
あ
る
が
、
　
爾

ぼ
職
…
鏡
野
に
鮫
憲
印
疲
嘩
谷
他
の
閥
冨
歌
噛
二
三
が
、
『
現
ゐ
仔
…
螂
教
発
本
蹴
録
』
な

る
者
を
報
ぜ
ら
れ
、
五
聖
九
種
の
現
存
卸
本
に
つ
い
て
、
　
一
々
纏
題
と
そ
の

読
明
、
雛
解
、
作
者
杯
を
需
要
せ
ら
れ
て
あ
る
。
多
く
は
秘
密
部
の
縫
軌
知
が

主
で
あ
る
ら
し
い
が
、
實
地
に
彼
に
在
て
研
究
し
つ
』
あ
る
者
の
、
　
斯
る
報

鴇
は
、
吾
人
を
利
ず
る
庭
敵
影
で
な
い
か
ら
、
　
大
に
撒
迎
す
べ
き
で
あ
る
。

禽
ぼ
鋒
夢
に
一
嘗
し
て
置
き
順
い
の
は
、
宗
敏
研
究
會
が
成
立
以
來
、
口
爾

ほ
深
か
ら
ぬ
の
に
、
漸
次
會
員
も
短
加
し
、
就
倉
の
磁
俗
何
血
を
問
は
ず
、

跳
の
眞
踵
な
研
究
機
闘
…
に
佼
て
、
罪
数
の
新
穂
命
を
捕
へ
よ
う
と
す
る
士
の

華
っ
て
集
り
來
る
事
は
、
洵
に
慶
辛
に
堪
へ
な
い
寓
で
あ
る
が
、
　
黄
澱
外
の

士
も
、
大
に
翫
賞
愛
設
す
る
の
、
璽
遇
せ
ん
事
を
希
醒
し
て
已
ま
な
い
者
で

あ
る
。
東
京
博
文
盤
慢
語
。
定
頂
七
十
五
銭
（
手
島
交
倉
）

佛
機
の
醗
究

九
八

小
　
野
　
玄
　
妙
著

　
こ
の
書
は
、
印
度
、
支
那
、
二
本
に
流
傳
せ
る
大
小
顯
密
の
佛
像
の
形
相
を

純
律
儀
軌
の
本
交
に
線
っ
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
、
序
説
κ
於
て
佛
像
研

究
の
田
川
出
泓
、
造
像
の
三
山
八
史
的
臓
卜
、
　
佛
｛
像
の
安
心
せ
ら
れ
た
方
式
に
無
仲
る

槻
察
の
仕
方
、
三
相
、
眞
嘗
の
修
法
と
其
本
麓
、
　
曼
魔
羅
の
種
類
等
、
要
す

る
に
『
何
佛
の
像
で
あ
る
か
』
と
雷
ふ
こ
と
を
槻
察
す
る
上
の
一
般
的
な
知

識
を
興
へ
、
進
ん
で
第
二
章
以
下
に
於
て
、
櫛
菩
薩
明
王
刑
部
の
諸
像
を
細

快
し
て
、
夫
れ
を
一
々
三
三
に
且
つ
簡
助
に
三
唱
す
る
。
　
碧
者
の
言
ふ
如
く

さ
き
に
団
氏
の
署
し
た
『
唾
罵
美
稽
概
論
』
　
の
餐
論
の
一
部
に
霜
雷
す
る
も

の
で
、
佛
敏
美
術
に
…
關
し
、
　
こ
の
方
面
の
知
識
を
必
要
と
ナ
る
種
々
の
研
究

純
美
鱗
的
研
究
以
外
の
諸
種
の
研
究
に
從
ふ
人
が
彼
の
書
と
典
に
必
ず
滲
考

に
供
す
べ
き
有
用
な
る
署
野
口
で
あ
る
。
東
京
市
小
石
川
匿
原
町
六
番
地
丙
午

幽
版
融
寒
行
定
煩
金
二
圓
。
（
植
田
）

寄
贈
書
籍
雑
誌
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雛
ホ
碁
瞥
数
鋭
　
山
本
秀
燵
著
　
洛
陽
堂

ス
冨
ノ
ザ
藩
…
静
思
　
鹸
へ
畠
チ
カ
）
　
丈
學
士
小
尾
範
溶
課
　
電
波
書
店

天
象
礪
激
僅
講
話
　
境
野
黄
．
比
量
　
再
午
熱
版
融

蓄
箪
書
誌
　
息
潮
　
丁
酉
倫
理
講
演
集
　
心
理
研
究
　
六
合
難
誌
　
棄
洋
哲

學
無
糀
燈
　
束
亜
之
光
　
早
稻
田
文
畢
學
校
数
育
　
教
育
内
外
教
育
評

論
　
魯
通
教
宥
　
薮
育
研
究
　
敏
育
學
衝
鼻
　
教
育
罫
　
教
育
暗
論
　
東
京


